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（２０２２年 5 月１日～２０２３年４月３０日） 

 

 

 

 

２０２３年 ７月１日発行 
 

株式会社 三秀 

 



 2 

 環境経営レポート 目録 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．組織の概要                             Ｐ.３ 

２．対象範囲                              Ｐ.３ 

３．環境管理体制                           Ｐ.４ 

４. 環境経営方針                           Ｐ.５ 

５.（基準年の環境負荷と）環境経営目標             Ｐ.６ 

６．環境経営計画の内容                       Ｐ.７ 

７．環境経営計画、環境経営目標の実績及び環境経営計画の 

取組結果とその評価                       Ｐ.８ 

  ８．次期間の環境経営目標及び環境経営計画         Ｐ.９ 

９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果 

並びに違反、訴訟等の有無                   Ｐ.１０ 

 １０．代表者による全体の評価と見直しの結果            Ｐ.１１ 

  

 

７．代表者による全体評価と見直しの結果            Ｐ.６ 



 3 

１．組織の概要 

（１）事業所名及び代表者氏名 

株式会社 三秀 

代表取締役 根本 研 

 

（２）所在地 

本社     神奈川県川崎市麻生区下麻生 2-１8-3 

工事部    神奈川県川崎市麻生区下麻生 2-20-11 

資材置き場 神奈川県川崎市麻生区黒川 261-11 

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

環境管理責任者  伊藤 公治 

担当者        今井 渉 

連絡先 電話  ０４４－９８７－５９２１  ＦＡＸ  ０４４－９８７－９９４１ 

ｅ-mail sansyu-ito@cb.wakwak.com 

 

（４）事業活動の内容 

土木工事業、造園工事業 

許可番号 神奈川県知事許可（特-２）第 40886 号 

 

（５）事業の規模  

（2022 年度：2022/5/1～2023/4/30）  

受注件数（件） 92 

売上高 (百万円) 904 

従業員数 (人) 18 

延床面積 (ｍ2) 110 

 

２．対象範囲（全組織・全活動） 

（１）認証・登録対象組織 

本社、工事部、資材置き場 

 

（２）認証・登録対象活動 

土木工事業、造園工事業 

 

 

mailto:sansyu-ito@cb.wakwak.com
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３．環境管理体制 

作成 2021 年 7 月  1 日 

2 版 2021 年 12 月 20 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役職 責任及び権限 

代表取締役社長 
１、 環境管理責任者の任命 

２、 経営における課題とチャンスの明確化 

３、環境経営方針の制定 

４、環境経営システムの実施及び管理に必要な資源の準備 

５、環境経営システムの定期的見直しの実施 

６、社内情報の外部公開可否決定 

環境管理責任者 
１、環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善 

２、社長への環境経営システムの実施状況報告 

３、推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営 

４、それぞれの業務、役割に応じ、必要な教育、訓練を適切に計画、実施 

５、関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底 

６、環境関連文書及び記録のチェック 

EA21 事務局 
１、環境管理責任者の補佐、推進委員会の事務局 

２、環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェック原案の作成 

３、環境経営目標・活動計画原案の作成及び実績の取りまとめ 

４、環境経営レポートの作成 

部門責任者 
1、環境経営システムの方針、実施計画を自部門で実施、維持、継続的改善 

２、環境上の緊急事態への準備及び対応 

従業員 
１、環境経営方針を理解し、部門の環境経営計画に従って活動する 

承認 作成 

根本 伊藤 

代表取締役社長 

根本 研 

   環境管理責任者 

伊藤 公治 

工事部門 

責任者 石坂 弘 

○   ○ 

 

 

総務部門 

責任者 芦原 廣勝 

    

 

 

ＥＡ２１事務局 

今井 渉 

従業員 従業員 
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４．環境経営方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社三秀環境経営方針 

基本理念 

当社は、縁したすべてのお客様には一生お付き合いいただけるよう、地球環境の保

全が人類共通の重要課題であることを認識して環境経営に取り組み、土木工事業活動

のあらゆる面で環境保全に配慮した行動をすることにより、低炭素社会と循環型社会

の実現を目指すとともに、次世代への継承に貢献します。 

 

環境経営方針 

１ 環境経営システムを効果的に運用して環境保全の向上に努め、システムの継続的

改善を図ります。 

 

２ 環境関連法規、条例等を遵守し、環境汚染の未然防止に努めるとともに、次の活

動に取組み、環境負荷の低減に努めます。 

（１）電気、ガソリン等の省エネルギーを推進し、二酸化炭素の排出量を削減します。 

（２）分別を徹底し、廃棄物の削減とリサイクルによる資源化を推進します。 

（３）適正使用による節水を推進し、総排水量を削減します。 

（４）再生コピー用紙の購入や裏紙の利用等による資源の有効利用を図ります。 

 

３ この環境方針を全従業員に周知するとともに、環境教育を実施して、環境保全意

識の向上に努めます。 

 

 

 

2021 年 7 月 1 日制定 

 
株式会社三秀  

 
代表取締役社長 根本 研 
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５．(基準年の環境負荷と)環境経営目標 

環境経

営目標 
項目 

基準年（実績） 年度目標 中間目標 

2020 年度 

（通年） 

2022 年度 2023 年度 

20/5～21/4 ２％削減 ３％削減 

１．二酸

化 炭 素

排 出 量

削減 

ＣＯ２総量 

(kｇ－ＣＯ２) 

 
87,026 85,285 84,415 

① 電 力

使 用 量

の削減 

電力使用

量 

（本社・工事

部） 

  (ｋWh) 

12,265 12,020 11,897 

②ガソリ

ン 使 用

量 の 削

減 

ガソリン 

使用量 

（本社・工事

部） 

   (L） 

8,493 8,323 8,238 

③ 軽 油

使 用 量

の削減 

軽油使用

量 

（工事現場） 

   (L） 

 

24,364 

 

23,877 

 

23,633 

２．一般

廃 棄 物

排 出 量

の削減 

一般廃棄物 

排出量 

（袋） 

 

274 

 

272 

 

269 

３．水使

用 量 の

削減 

 

水の使用

量 

 

142.0 

 

139.2 

 

137.7 

 

4 ．産業

廃棄物リ

サイクル

率維持 

 

リサイクル

率 

   （％） 

 

98 

 

80 

 

80 

5 ．工事

完 成 の

評価点 

 

65 点未満

0(件) 

 

0 

 

0 

 

0 

※購入電力（東京ガス）のＣＯ２調整後排出係数は 0.364kｇ－ＣＯ２/kWh を使用。 

※当社は化学物質を扱っていないため目標を設定していません。 

※一般廃棄物排出量の基準は 2021 年実績（9 か月）から推定。 

※中期計画は 2023 年度までとし、2024 年度より新規の中期計画を策定します。 
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６．環境経営計画の内容 

  当社の環境保全に向けた具体的な取組の内容を以下に示します。 

 １．二酸化炭素排出量削減 

（１） 電気使用量の削減 

① 使用していない照明やパソコンを消すことによる電力使用量の抑制 

② 冷暖房の温度の設定管理とエアコンの清掃 

 

（２） ガソリン使用量の削減 

① 燃料効率の良い速度で運転 

② 効率の良い配車計画による車利用 

③ アイドリングストップ 

④ 適正な空気圧の保持 

⑤ 適正な車両の整備 

 

（３） 軽油使用量の削減 

① 燃料効率の良い速度で運転 

② 効率の良い配車計画による車利用 

③ アイドリングストップ 

④ 適正な空気圧の保持 

⑤ 適正な車両の整備 

 

２． 一般廃棄物排出量の削減 

① 排出量を測定する 

② 裏紙使用の徹底 

③ ごみの分別の徹底 

 

３． 水使用量の削減 

① 節水意識の喚起 

② 節水表示板の設置 

 

４．産業廃棄物リサイクル率の維持 

①産業廃棄物の分別の徹底 

②マニュフェストの確実な発行及び管理 

 

⒌工事完成の評価点  

① 65 点未満ゼロ 

② 環境配慮会議の開催、品質向上会議を月 1 回開催 

③ 手直し工事ゼロの維持 
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７．環境経営計画、環境経営目標の実績、取組結果とその評価 

 

環境活動計画 

取組結果とその評価（運用期間：2022 年 5 月～2023 年 4 月） 

環境経営目標 実績 
達成

区分 
環境経営計画の取組み評価、是正対策 

１．二酸化炭素削減 

ｋｇ－CO2  

85,285 

kg-CO2 

    69,018 

kg-CO2          

 〇 ・軽油使用量を大幅に削減できたので

目標を達成した。 

① 電力使用量の削減 

・エアコンの温度管理 

・消灯の徹底 

 

12,020 

kWh 

 

16,215 

kWh 

 

× 

・取組を励行したが目標不達成だった。 

・換気をしながらの空調使用や冷蔵庫の

導入で電気使用量が増えた。 

・空調の温度管理・こまめな電源 offを心

掛ける。 

② ガソリン使用量の削減 

・車両の点検整備の徹底 
・エコドライブの徹底 
・運転者教育の実施 

 

 8,323 

    Ｌ 

 

   8,710 

    Ｌ 

 

× 

・取組を励行したが目標不達成だった。 

・遠方の現場が多く移動距離増加にとも

なってガソリン使用量が増加した。 

・エコドライブ、冷暖房の適切な使用を

心掛ける。 

③ 軽油使用量の削減 

・車両の点検整備の徹底 
・エコドライブの徹底 

・運転者教育の実施 

 

 

23,877 

㎥ 

 

16,561 

   ㎥ 

  

  〇 

・日常の取り組みにより目標達成。 

・ダンプなどの重機の使用が少なかった 

こともあるがエコドライブを意識すること 

ができた。 

・引き続き取り組みを継続する。 

２．廃棄物排出量削減 

・排出量の測定 

 

   272 

   袋 

 

265 

    袋 

 

〇 

・日常の取り組みにより目標達成。 

・ごみの削減、分別を意識することがで 

きた。 

・引き続き取り組みを維持する。 

３．水使用量の削減 

・節水意識の喚起 

・節水表示板の設置 

 

139.2 

    ㎥ 

 

137.1 

 ㎥ 

 

〇 

・日常の取り組みにより目標達成。 

・こまめな節水を意識することができた。 

・漏水のないことを確認した。 

４．産業廃棄物リサイクル率維

持 

・廃棄物分別の徹底 

・マニュフェストの発行・管理 

 

80 

％維持 

 

94.7 

    ％ 

 

〇 

・日常の取組により目的達成。 

・廃棄物の分別を進めて長期的にはリサ

イクル率の向上を目指していきたい。 

⒌．工事完成の評価点 

・65 点未満 0 

・環境配慮会議の開催、品質

向上会議を月 1 回開催 

・手直し工事ゼロの維持 

 

65 点未満 

0 件 

 

65 点未満 

0 件 

 

 〇 

・品質向上会議を月 1 回開催し各工事

現場の品質向上の意識を高めることが

できた。 

○：目標達成、×：目標未達 
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８．次年度の環境経営目標 

（年度：5 月 1 日～翌年 4 月 30 日） 

環境経営目標 項目 

基準年度 次年度目標 次年度計画 

2020 年度 2023 年度 2023 年度 

 ３％削減  

１．二酸化炭素

排出量削減 

ＣＯ２総量 

(kｇ－CO2) 

 

87,026 84,415 

 

①電力使用量の

削減 

電力使用量 

（本社・工事部） 

  (ｋWh) 
12,265 11,897 

・不使用照明の消灯 

・PC・複合機省エネ設定 

・空調機温度の適正化、

等 

②ガソリン使用量

の削減 

ガソリン使用量 

（本社・工事部） 

   (L） 

8,493 8,238 

・エコドライブの徹底 

・燃費向上運転教育 

・車両整備の徹底、等 

③軽油使用量の

削減 

軽油使用量 

（工事現場） 

   (L） 

 

24,364 

 

23,633 

・エコドライブの徹底 

・燃費向上運転教育 

・車両整備の徹底 

・高効率歯医者設定、等 

２．一般廃棄物

排出量の削減 
一般廃棄物排出量 

（袋） 

 

 274 

2％削減 

269 

・排出量の測定 

・裏紙使用の徹底 

・ごみ分別の徹底、等 

３ ．水使用量の

削減 

水の使用量 

(m3) 

 

142.0 

 

137.7 

 

・節水意識喚起 

・節水表示版取付、等 

4．産業廃棄物リ

サイクル率維持 

リサイクル率 

   （％） 

 

98 

 

80 

 

・産廃分別の徹底 

・産廃の適正管理 

5．工事完成の評

価点 

65 点未満 

0(件) 

 

0 

 

0 

・品質向上会議開催、等 

※購入電力（東京ガス）のＣＯ２調整後排出係数は 0.364kｇ－ＣＯ２/kWh を使用。 

※当社は化学物質を扱っていないため目標を設定していません。 

※一般廃棄物排出量の基準は 2021 年実績 205 袋（9 ヶ月）から推定。 

 

※次年度の環境経営計画は今年度から変更ありません。 

※2024 年度以降の中期計画は 2023 年度末策定します。 
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９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。 

承認 確認者 

根本 今井 

 

適用環境関連 

法規等 

適用される事項（施設、物質、事業活動等） 遵法

確認 

確認日 

廃棄物処理法 一般廃棄物の適正処理、産業廃棄物適正処置

（汚泥、金属クズ、廃プラ、廃油等） 

マニュフェストの交付及び管理 

〇 2022 年 

12 月 1 日 

建設リサイクル法 特定建設資材リサイクル 〇 12 月 1 日 

容器包装リサイク

ル法 

容器包装廃棄物の適正処理 〇 12 月 1 日 

家電リサイクル法 特定家庭用機器の適正処理 ━ 12 月 1 日 

小型家電リサイク

ル法 

使用済み小型電子機器の適正処理 

 

━ 12 月 1 日 

自動車ＮＯｘ・    

ＰＭ法 

使用車両の窒素酸化物、排出基準に適合 〇 12 月 1 日 

オフロード法 バックホウ等の適合車使用 〇 12 月 1 日 

フロン排出抑制法 第一種特定製品の点検、管理 

冷媒用フロンの適正回収、破壊の措置 

〇 

 

12 月 1 日 

消防法 少量危険物の貯蔵・取扱いの基準 ━ 12 月 1 日 

                                              ━  期間中非該当 

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反はなかった。 

なお、外部からの訴訟および関係当局よりの違反等の指摘は過去 3 年間なし。 
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１０．代表者による全体評価と見直しの結果 

作成 2023 年 7 月 1 日 

 

 

 

 

１ 二酸化炭素削減 

 電力・ガソリン使用量の削減において目標を達成することが出来なかったが、軽油使用量の低減

において目標を達成することができた。軽油使用量は大幅に低減できたため、期間中全体では二

酸化炭素排出量を大幅に削減することができた。 

電力の削減については従業員の取り組みは概ね実施できていると思うが、猛暑や寒冷による空

調使用頻度の増加、冷蔵庫の導入によって基準年時や前年よりも電化製品の増加によって目標

達成することができなかった。こまめな消灯、空調の適切な使用をより一層意識して削減を目指し

ていく。 

ガソリンの使用量の削減については遠方の工事現場を多く受注したため移動量の増加にともな

い使用量も増加した。エコドライブ、冷暖房の適切な使用を意識してできる限り使用量の削減を目

指していく。 

 

２ 一般廃棄物排出量削減 

一般廃棄物の削減目標を達成することができた。従業員一人一人がごみの削減、分別を意識

して取り組むことができた。特にゴミ箱それぞれに分別の表示、ゴミ袋１枚ごとの処分料金の掲示を

行ったことが意識改革を進めるうえで効果あったように感じた。 

 

3 排水量削減 

排水量は月ごとに達成・未達成がバラついたが期間中全体では目標を達成することができた。

日々こまめな節水を意識することができた。 

 

4 産業廃棄物のリサイクル率維持 

産業廃棄物のリサイクル率は月ごとに達成・未達成がバラついたが年間を通した総合量では目

標を達成することができた。産業廃棄物の分別によって混合廃棄物の排出量の削減を目指してい

く。 

 

 

作成 

根本 
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全体 

目標全ての達成は出来なかったが、環境活動においては概ね実施できていた。前期目標未達

成だった排水量が今期は目標達成を果たしたことは大きな成果であると考える。しかしガソリンの

使用量は逆に未達成となり、電力使用量は２期連続で未達成という結果となった。遠方の現場の

増加など工事の受注状況の変化があるため一定の成果を出すことは難しいが、その中で環境負

荷をできるだけ少なくするために一層精力的な取り組みが求められる。 

会社全体にエコアクション 21の取り組みを定着させ、目標達成に向け努力することができてきた

が、マンネリ化しないためにも今後も会社会議などの機会を使って環境意識の更なる向上を目指

していく。 

 

・環境経営方針の変更の必要性：なし 

・環境経営目標および環境経営計画の変更の必要性：なし 

・実施体制の変更の必要性：なし 

以上 


